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【１】報 告 内 容

①事業の目的
②事業内容
③協働関係課との連携内容
④成果及び効果
⑤課題及び改善点
⑥決算書（12月末現在見込み）



① 事業の目的

年令、国籍等分け隔て無く誰もが自
由に利用できる場所を提供することが
できる仕組みを作る。

多世代の地域住民が参加可能なワー
クショップ等のミニイベントの実施。

場所を提供しただけでは
ダメ！！



② 事業内容
（1）場所はUR東坂戸団地の「ふれあいスペー
ス103」を使用
（2）毎月数回、地域住民の企画によるワーク
ショップ、講座を開催。
（3）地域住民のニーズを把握するため2ヶ月
に1回程度ミーティングを行う。
（4）フードドライブ、制服、学用品等のリユー
ス活動を実施。



③ 協働関係課との連携内容
「提案団体の担当」
（1）ポスター・チラシ等の作成
（2）地域住民に対する参画支援
（3）事業の進捗管理
（4）講師・ボランティアの調整
（5）自治会との調整

「市が担う役割」
（1）広報活動に対する協力
（2）事業進捗に対する的確な助言



④ 成果及び効果

①高齢者、子育て世代、地域住民が集える場所が
出来ることで、孤立感の解消、見守りにつながる。
②地域住民同士の交流が促進され地域のコミュ
ニティが深まる。
③地域全体に幅広く活動が浸透することにより、
多世代交流が出来る地域に発展。

高

低



⑤ 課題及び改善点

高齢者、子育て中の親、子供など世代をこえて自由に
交流できる場を「ふれあいスペース103」を活用し成
果をあげていき多世代交流できる環境を提供する。

個々の活動実績をを振り返ると集客数・内容ともに
一定の成果を上げることが出来たが、子供の立場か
らみると「多世代交流」が出来る環境の提供につい
ては不十分であるので改善が必要。













ご清聴ありがとうございました


